
令和 7年度 学校法人里中山学園 認定龍澤寺こども園 

教職員の自己評価 

 

この評価は、令和 7年 9月 11 日から 9月 30 日までの間に認定龍澤寺こども園の保育教諭、事務の職員

が３４人中３4人で行ったものである。 

評価結果は一覧に続き、グラフで示している。 

自己評価項目一覧 ─教職員編─ 

評価分類 内  容 

   Ⅰ        保育の 

計画性 

1 
園の教育理念・教育方針

の理解 

●園の教育理念や教育方針を理解し共感している 

●園の方針、園長の考え方について管理職と話し合い保護者に説明できる 

2 幼稚園教育要領の理解 
●認定こども園教育・保育要領を理解し、幼児の姿や環境の構成、保育者

とのかかわりなど具体的な事例を思いうかべることができる 

3 教育課程の理解 
●園の教育課程（全体的な計画）を読み、理解している 

●園の教育課程（全体的な計画）をもとに指導計画を作成している 

4 指導計画の作成 

●指導計画は幼児の実態や周囲の状況の変化に対応できるような順応性の

あるものにしている 

●行事は、幼児の生活上の意義を十分検討した上で、指導計画に組み入れ

ている 

5  環境の構成  

●安全で清潔感のある環境を構成している 

●幼児が主体的にかかわりたくなるような素材や遊具、場や空間を考えて

環境を構成している 

●楽しく、安定して遊び込めるように遊具や用具、素材など質・数量を配

慮して環境構成をしている 

●幼児の活動がより豊かになるように幼児の発想を柔軟に取り入れ、活動

の展開に応じて環境の再構成をしている 

●園地・園庭の樹木や草花の名前、季節による変化などを理解し、環境構

成にいかしている 

●幼児の発達や生活を見通し、季節の変化に応じた環境構成をしている 

●異年齢の幼児が自然に交流できるような環境の構成をしている 

6 評価・反省 
●自分の保育と評価・反省について次の保育と計画に生かせるように行っ

ている 

A:十分に達成されている 

B:達成されている 

C:取り組まれているが成果が十分でない 

D:取り組みが不十分である 



●お互いに保育を見せ合い、検討し、評価・反省を加え、幼児の生活と自ら

の保育につなげている 

Ⅱ 

保育の在り方、幼児 

1 健康と安全への配慮 

●登降園の確認を行い、無断欠席の場合は必ず連絡している 

●朝の登園時には特に視診を大切にし、子どもの体調が悪くないかを確か

めている 

●けがや事故に気をつけ、事故やけがが発生した場合は、管理職に報告し、

保護者への連絡と医師に見てもらうなど適切な処置を行っている 

●園内に危険な個所や遊び方がないか常に配慮し、危険が予測される場合

は安全な遊び方について幼児と一緒に考えている 

●園内の清掃や整理整頓、換気、採光、室温などに配慮している 

2 幼児理解 

●一人ひとりの幼児をよく観察すると同時に周囲にも目を配ることができ

る 

●幼児の話をよく聞き、幼児の思いを受けとめている 

●個々の幼児の発達の姿や課題について、見通しをもって理解できる 

●幼児同士のかかわりの姿を捉え、そこでの幼児の育ちを理解できる 

●幼児たちが今、興味や関心をもっていることを知ることができる 

●幼児の理解のために家庭との連携をとっている 

●幼児の姿を多面的に捉えるように心がけている 

3 
指導とかかわり・不適格

保育の解消 

●幼児一人ひとりを観察し、ありのままの姿を受入れ認めるようにしてい

る 

●幼児との温かなやりとりやスキンシップを常に心掛けている 

●幼児の話をよく聞くようにしている 

●幼児が理解しやすいような、正しい言葉を使っている 

●“一人ひとり”と“みんな”の関係を常に考え、クラス集団をまとめている 

●幼児が遊びや活動を深めていくためのヒントやアイディアを提供してい

る 

●幼児をほめたり、励ましたり、めあてをもたせるような言葉かけをして

いる 

●禁止、命令、行動を急がせたり、自信を失わせることばや態度はできる

だけ控えている 

●幼児の心を傷つけたり、人権を無視したりする言葉や態度、かかわり方

をしていない 

●幼児を無視したり、体罰を加えることはどのような場合もしていない 

4 保育者同士の協力・連携 

●クラスに関係なく、その場にいた保育者が適切な言葉がけや対応をして

いる。また、そのことを情報共有している 

●クラスの環境構成などについてもお互いにフランクに意見を交換してい

る 

●幼児のことについて保育者同士で話し合い、共通理解をするように心が

ける 

●指導上配慮を必要とする幼児については、園の保育者全体で特によく話

し合い、共通理解をもって、工夫し対応するようにしている 



●他のクラスや異年齢の幼児たちと触れ合うような、さまざまな工夫をし

ている 

Ⅲ 

保育の在り方、３歳未満児 

1 健康と安全への配慮 

●登園時は家庭からの連絡をもとに視診・触診をして、乳幼児の健康状態

を確かめている 

●体調が悪そうな時は静かに寝かせたり検温をするなど、適切な処置を行

いすぐに家庭へ連絡している 

●保護者から健康状態などの申し出を受けるなど、乳幼児の健康情報を共

有している 

●体重・身長などの測定を定期的に行い家庭に知らせるとともに、バラン

スの取れた発達が促されるように配慮している 

●家庭と連携を取りながら一人ひとりに合わせて離乳食の移行を行い、

様々な食品に慣れ、職への意欲を育てている 

●睡眠が十分とれるような静かな環境を整え、午後の状態（呼吸・顔色・嘔

吐・汗など）、及び SIDS（乳幼児突然死症候群）のチェックを記録してい

る 

●一人ひとりの排泄間隔を把握し、その子の排泄のリズムに合わせて、お

むつを交換したり、トイレに促している 

2 乳幼児のみとりと理解 

●乳幼児の話をよく聞いたり、言葉にならない思いやサイン、その姿の中

にある心の動きを推察して受け止め、信頼関係を築いている 

●一人ひとりの乳幼児の発達課題について見通しをもって保育している 

3 指導と援助 

●落ち着いた雰囲気の中で抱いたり語りかけたりして、乳幼児が人との関

わりの楽しさや心地よさを味わえるようにしている 

●泣いたりぐずったりのサインを見逃さず、要求に応じた適切な対応をし

ている 

●乳幼児の心身の発達及び生活の連続性に配慮し、好奇心や発達を促す環

境を整えて保育をしている 

●自分を表現する力が十分でない子どもの気持ちをくみとり、安心感と自

己肯定感が持てるような言葉がけをしている 

●禁止用語を不必要に用いないようにしている 

●乳幼児期は身体的条件や生育環境などの違いにより、一人ひとり心身の

発達に個人差が大きいことを理解し関わっている 

4 保育者同士の協力・連携 

●保育者全員が情報を共有し、クラスに関係なく、その場にいる保育者が

適切な言葉かけや対応をしている 

●指導上は色を必要とする乳幼児については、園全体で話し合い共通理解

をもって対応するようにしている 

●他クラスや異年齢児との触れ合う機会がもてるようにさまざまな工夫、

保育の形態に配慮している 

Ⅳ 

保育者としての資質 
1 

専門家としての能力・姿

勢・義務 

●保育にたずさわる者として、専門知識や技能を身につけている 

●保護者に対し、幼児や自分の保育のことをわかりやすく話すことができ、

保護者との信頼関係をつくるように努めている 

●仕事の手順を考え、能率よく行っている 



●保育者の人間性が子ども達に影響を与えることを自覚している 

●幼児や保護者との対応には、公平さを欠かさないようにしている 

●服装、髪形、身だしなみなど、清潔感のあるものを心がけ、安全性にも気

をつけている 

●教材、教具の管理、点検、園内外の清掃や整理整頓を実行している 

●締切りのある仕事や提出物は締切日をきちんと守る 

2 
組織の一員としての在り

方 

●教職員全員で一つのチームであることを自覚する 

●他の意見を素直な気持ちで聞いたり、自分の意見を述べることができる 

●子どものこと、クラスの出来事などで必要なことは管理職に報告、連絡、

相談している 

●当番や役割による仕事は確実に行っている 

●指示待ちではなく、責任をもって進んで仕事をしている 

3 
周りを感じ取れる感性・

アンテナ 

●幼児や教育・保育に関する情報を日頃から得ようとしている 

●社会情勢や季節の変化などを感じ取る感受性を大切にしている 

 Ⅴ 

保護者への対応 

1 情報の発信と受信 

●保護者に個々の幼児の様子を伝える工夫をしている 

●クラスの保育内容・意図をわかりやすく伝える工夫をしている 

●必要に応じて保護者と直接話したり、電話で話す機会をつくっている 

●保護者との情報交換の内容は必要に応じて記録している 

●保護者からの相談や要望には心を開いて、よく話を聞くように心がけて

いる 

2 協力と支援 

●保護者からの要望・意見については安易に受けたり、断ったり無視した

りせず、管理職に報告や相談をしている 

●必要な場合は、園の苦情解決の仕組みを保護者に説明できる 

3 守秘義務の遵守 

●職務上、知り得たプライバシーに関する情報などの秘密は守っている 

●秘密情報（保護者・園児に関する個人情報、および園の運営上の情報等）

については園長の許可なく使用、開示、漏洩していない 

●教職員や園の批判を軽はずみにしたり、外部に話していない 

●園の重要書類・電子データは持ち出していない 

●秘密情報について新たに知りえたことは、管理職に報告している 

4 対応上のマナー・良識 

●正しい日本語、丁寧な言葉と敬語を用いて話しかけている 

●挨拶は相手の顔をみて、しっかりできている 

●相手の話は落ち着いてしっかりと聞いている 

●親しくなったからといっても、友達のような話しかけをしていない 

●電話は、相手が見えないために誤解が生じやすいことを心に留め、簡潔

にわかりやすく話すことを心がける 

●保護者からの依頼・伝言と等ついてはメモをとって対応している 

●けがで早退したり、長期欠席・入院の場合には見舞いの言葉をかけ、電

話で様子を聞いたり、クラスの様子を伝えるようにしている 

●保護者からの依頼や伝言などについては、メモをするなどきちんと対応

する 



●保護者の国籍、思想、宗教により、またこどもの性差、障害、個性差によ

って、区別・差別していない 

5 クレームへの対処の仕方 

●保護者からクレームがあった場合は、まず謙虚にその話を聞き、園長に

報告、連絡、相談している 

●クレームの内容によっては教職員全体で検討し、共通理解のうえで対処

している 

  Ⅵ   地域の自然や

社会とのかかわり 

1 
地域の自然・人々とのか

かわり 

●地域の人々と親しくあいさつや会話を交わしている 

●地域の自然や主な施設の場所、交通機関、行事などについて理解し、指

導計画の中に位置づけして活用している 

●実習生、中高生の体験、ボランティアの受け入れの際は、意義や目的を

理解し、指導的立場で接している 

●地域の人から子育ての相談等を受けた場合はわかっていることを答えた

り、管理職に報告相談するようにしている 

2 小学校との連携 

●園の教育・保育内容が小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながる

ことを理解している 

●小学校の教育内容について理解するよう努めている 

●地域の小学校の行事や公開授業に関心をもつ 

●小学校との連携について関心をもっている 

3 
子育ての支援と地域への

開放 

●子育ての支援や地域開放について具体的な形や内容を理解している 

●４H・高齢者施設・公民館などの交流があれば意欲的に取り組んでいる 

Ⅶ   研修と研究 

1 
研修・研究への意欲・態

度 

●研修会や研究会には自己課題をもって進んで参加している 

●自分の保育について自己課題をもって評価・反省を行っている 

●自分の保育の在り方や悩みについて、他の保育者や管理職に相談できて

いる 

2 
保育者としての専門性に

関する研修・研究 

●幼児の発達理論を保育にいかすことに、興味関心を持ち学ぼうとしてい

る 

●記録の取り方、考察の仕方に興味関心を持ち学ぼうとしている 

●教育課程や指導計画の理解と作成について興味関心を持ち学んでいる 

●幼児の発達を見通した環境構成や教材について興味関心を持ち学ぼうと

している 

●保護者への対応について、興味関心を持ち学ぼうとしている 

●地域社会との交流について興味関心を持ち学ぼうとしている 

●保育者同士の協力・連携（マネジメント等）について興味関心を持ち学

ぼうとしている 

●園内の環境・遊具・教材について理解し、安全な使用方法を知っている 

●学んでいることを職員に情報共有しようと思う 

3 
今日的課題に関する研

修・研究 

●アレルギー、自立の遅れなど、最近多く見られる問題について理解しよ

うとしている 

●障がいのある幼児の理解と対応について理解しようとしている 

●預かり保育や子育ての支援について理解しようとしている 

●幼小連携の必要性や具体的方策について理解しようとしている 



●危機管理の必要性と対応について理解しようとしている 

●保育の専門知識や技能の他に趣味や読書、ボランティア活動など自らを

高める学習に関心がある 

Ⅷ 

感染対応 
1 感染症等に対する対応 

●感染拡大に最大の注意を払いマスク、手指消毒、うがいを積極的にして

更に保育施設の消毒をしている 

●食事や排便対応の時はエプロンを交換している。また勤務前・後は外し

ている 

●健康管理やワクチン接種などを講じて感染対策を積極的に行っている 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 

 

 


